
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3160 回例会     令和８年２月５日 

≪司会≫ 薮崎 忍 君 

≪合唱≫ 国歌 奉仕の理想 

≪ソングリーダー≫ 岩永 修平君 

≪ゲスト≫ なし 

≪ビジター≫ 浜松東 RC 市川 浩透様 

≪本日のお祝い≫ 

・お誕生日 なし 

・結婚記念日 ２月 10 日  佐野 哲一君 

 

≪会長挨拶要旨≫  

森下登志美 会長 

皆さんお疲れ様です。本日は国際ロータリー第 2620 地区

奉仕活動委員会委員長、浜松東 RC の市川浩透様にお越し

いただき、「職業奉仕について考えよう」と題しお話をお伺

いします。市川様、後ほどよろしくお願いいたします。 

今月のロータリー特別月間は「平和構築と紛争予防月間」

です。 

ロータリーの目的の第 4 項には「奉仕の理念で結ばれた職

業人が、世界的ネットワークを通じて、国際理解、親善、

平和を推進すること」とあります。具体的な動きとして国

際ロータリーは、毎年 100 名までをロータリー平和フェロ

ーとして選出し、平和と紛争解決の分野の修士号、または

専門修了証を取得するためのフェローシップ（奨学金）を

提供しています。日本では、国際基督教大学がロータリー

平和センターの指定を受けて、2002 年よりフェローを受け

入れています。 

16 期卒業生のロレーナさんはロータリー・ピース・フェロ

ープログラムを修了したあと、サンフランシスコ・ベイエ

リアに住み、経済平和研究所(Institute for Economics &  

Peace)で働いています。IEP は平和の分析と経済的価値の

定量化に専念するシンクタンクです。彼らは毎年のグロー

バル平和指数およびポジティブ平和指数の報告書を発行

しており、そのデータは政府、学術機関、シンクタンク、

非政府組織、そして OECD、世界銀行、国連などの政府間

機関によって利用されています。ロレーナさんの活動のよ

うにロータリーの奨学金が世界平和に活かされているこ

とは、ロータリーの特筆すべき結果ではないかと考えます。 

話は変わって、昨日までベトナムのホーチミンシティに出

張しておりました。 

成田空港からホーチミンシティに向かうときに JALのラウ

ンジにいたのですが、少し離れた隣の席にロータリーマー

クグッズがあるのを見つけました。その所有者は黒人のご

夫婦で、おそらくロータリアンだろうなあと思って声をか

けてみました。やわらかな笑顔で返事をしてくれたその

方々は、アメリカテキサスのキリーン（Killeen）ロータリ

ークラブ会長エレクトのウォーレン・K・ウィルソンさん

と奥様でした。日本には交流で来られたそうでキリーンで

はコミュニティガーデンを運営して野菜を作り、それが必

要なご家庭に無償で配るなどの活動をしているそうです。 

私がロータリアンだとわかって、ご機嫌なウィルソンさん

はキリーンロータリークラブのフラッグとバッヂをプレ

ゼントしてくれました。今日被っているこの帽子がその時

いただいたキャップです。 

アメリカにはシアトルからサンディエゴまでの西海岸に

フェニックス、オマハ、シカゴ、ニューヨーク、ニューオ

ーリンズからマイアミまで行ったことがあるけどまだテ

キサスはないんですよ、とお話したら今度はキリーンです

ね、と笑顔で返してくれました。 

ひとしきりお話した後、フライトのため私が先にラウンジ

を後にしましたが、ガッチリと握手をして別れました。 

ロータリアンが何の面識もないのにしかも国が違ってい

るのに、何年も友人であったかのようにお話できるという

こと、ロータリークラブの素晴らしさを改めて実感しまし

た。 



≪来賓卓話 クラブフォーラム（職業奉仕）≫ 

演題「職業奉仕について考えよう」 

所属 国際ロータリー第 2620 地区 

役職 奉仕活動委員会委員長 

氏名 市川浩透様（浜松東 RC） 

 

≪卓話サマリー≫ 

1. 講師紹介と背景 

 浜松の創業百年の総合建設会社の三代

目社長から会長になった。今年の 2 月

で 62 歳になる。家族は妻と 23 歳の双

子の息子、そして昨年生まれた孫。高

校時代は静岡学園の寮で生活した。 

ロータリーでは現在、地区の奉仕活動委員会の委員長を

務め、来年も継続予定。委員会の役割は、各クラブが実

施する様々な奉仕活動を下支えし、支援することである

とし、講演も委員会の活動の一環として行っている。 

 

2. 職業奉仕の基本的な考え方（職業奉仕の定義） 

職業奉仕は、国際奉仕や社会奉仕と比べて難しいと思わ

れがちだが、各自が本業において、誠実さと法令遵守を

心がけ、自己研鑽を積みながら、社会や誰かのために尽

くすことが核心である。 事業と利益の考え方としては、

本業で利益を上げることは事業継続に不可欠であり、長

く続く事業は社会や誰かのためになっているからこそ成

り立つ。自分の本業の中でこれらの理念を実践すること

が、職業奉仕を捉える上で最も良い方法である。 

近年の事例として退職代行サービスは、困難な状況にあ

る人々を助ける良い発想から始まったが、一部で法令遵

守や倫理観の問題が浮上した。この事例は、人のために

正しい事を行う際も、法令遵守や倫理観（高潔性）を保

つことの重要性を示している。 

 

３.ロータリーの基本理念 

 ロータリーの目的は、有益な事業の基礎として奉仕の理

念を奨励し、育むこと。具体的には「知り合いを広め

る」「職業上の高い倫理基準を保つ」「日々奉仕の理念を

実践する」「国際理解、親善、平和を推進する」という 4

項目を通じて推進される。 

 

４. ロータリー理念と歴史の再確認 

 1905 年ポール・ハリスがシカゴで創設。悪徳商業に対抗

して「そうでない世界」を志向。奉仕理念を事業の基礎

に据え、中核的価値観（親睦、高潔性、多様性、奉仕、

リーダーシップ）の 5 つが共有されている。 

 

5. 四つのテストの意義と企業再建事例 

 4 つの問い。「1. 真実かどうか」「2. みんなに公平か」

「3. 好意と友情を深めるか」「4. みんなのためになるか

どうか」を言語の内省の指針として適用している。 

1932 年パーマーが倫理基準で会社再建に成功し、多言語

で共有される価値観となった。 

 

６. 二つの標語と職業奉仕の精神 

奉仕に関する二つの標語「最もよく奉仕する者、最も多

く報いられる (Service Above Self)」「超我の奉仕 (They 

Profit Most Who Serve Best)」が動機づけとなり、社会に

受け入れられる製品・サービスの提供が繁栄をもたらす

ようになる。「自分より他人」を先に置く姿勢が巡り巡っ

て自分に帰ってくる。 

 

7. 多様性・親睦・高潔性の具体的実践 

違いを尊重し共通点を見出す努力が平和の推進力。親睦

に基づく振る舞いが人格向上とネットワーク拡大を促

進。誠実・信頼・正直・公平・寛容・志・誇りを保持す

ることが大切である。 

 

8. 学習資源と実践の促進 

国際ロータリー2620 地区ホームページで 16 分動画公

開。イベント「これぞロータリーの職業奉仕」で事例発

表を初実施。具体事例共有が理解の近道と考える。 

 

9. 集会の録画配信と参加促進 

静岡東ロータリーの録画配信で未参加者の理解を促進

し、承認申込みの理解にも寄与する。広報力強化と地域

イベント案内を通じて参加を促す。 

 

 10．１/31 に行われた「これぞロータリー職業奉仕」の

会で登壇された２名の方の実践例を紹介 

①長野哲久弁護士の事例：依頼人に納得感と満足感を与

えることを最優先し、「ここに来てよかった」と笑顔にな

ってもらうことを目指す。不正や不合理を許さない姿勢

で困難な事案にも立ち向かい、自己研鑽を怠らない継続

学習と体力維持で持続可能なサービスを実践することが

職業奉仕であると考える 

 

②田村ひろ子社長の事例：化粧品販売とエステ事業で 

「喜ばれることに喜びを」を経営の中心に置き、他者に

喜んでもらうことを優先し、肌の悩みを解決することで

女性に生きる意欲と前向きな変化をもたらす。 

 人材育成にも注力し、スタッフが独立することを「人を

咲かせること」と表現し 46 年で 80 名超独立させた。 



・新人育成の具体事例（あやさん） 

当初社会性に欠けた新人スタッフが、ある顧客の死をき

っかけに「自分の仕事が人に希望を与えていた」と気づ

き大きく成長。3 年後には全国的なコンテストで４位に。

「これぞロータリーの職業奉仕」と題したこの地区初の

イベントの様子は録画されており、後日配信予定。発表

会は来年も実施予定で、発表希望者を募集中している。 

 

≪課題≫ 

1. 自身の本業において、ロータリーの基本理念（特に四

つのテスト）をどう活かせるか考察する。 

2.  2. 国際ロータリー第 2620 地区のホームページで、紹

介された職業奉仕に関する動画（全長 16 分）を視聴

するようにする。 

3. 「これぞロータリーの職業奉仕」の登壇内容は後日配

信される予定。こちらも録画を視聴するようにする。 

 

≪所感≫ 

ロータリーは奉仕団体ゆえ、「利益」を追求する職業と

「奉仕」はなかなか結びつけることは難しいのではない

かと思っていた。が、本日の講演を伺い、特に「誠実さ

と法令遵守を心がけ、自己研鑽を積みながら、社会や誰

かのために尽くすことが核心である」という自身の仕事

に対する姿勢を見つめなおすことができた。また具体的

な長野弁護士や田村社長のお話は、実際に職業を通して

奉仕と直結しており、私も心がけひとつで自身の職業が

みなを喜ばせる「奉仕」にまでステップをあげていける

ような仕事をしていきたいと思った。 

 

≪ハイライト（心に残った言葉）≫ 

- "職業奉仕は、本業の中で誰かのために正しいことを続

けることに尽きる。" 

- "四つのテストは当てはめる規則ではなく、内省を促す

道しるべである。" 

- "最もよく奉仕する者、最も多く報いられる。" — ベン

ジャミン・クラックカリッジ（ロータリー標語） 

- "超我の奉仕。" — カースターフレデリングシェル 

（ロータリー標語） 

- "違いがあるからこそ共通点を見出す努力ができる。" 

- "継続できる事業は、世の中のために正しいことをして

いる証左である。" 

- "依頼人の笑顔になる喜びのために、その人の人生をよ

くしていくために踏ん張る。 

権利侵害は許さない。" — 長野弁護士 

- "喜ばれることに喜びを。技術だけではなく、やさし

さ・思いやり・いたわりの心が接客の条件" — 田村社長 

≪スマイル報告≫ 

雨宮大地君（ブルーレヴズの試合と浅畑川清掃お誘い） 

川﨑依子君（９番テーブル懇親会の御礼） 

野田祐輔君（９番、１番テーブル懇親会の御礼） 

原口翼君 （１番テーブル懇親会の御礼） 

川口尚宜君（９番テーブル懇親会の御礼） 

西川福之君（旧３番テーブルの懇親会御礼） 

上日征直君（１番テーブル懇親会の御礼） 

薮崎忍君 （９番テーブル懇親会の御礼とホールインワン報告） 

中島浩二君（誕生日祝いの御礼） 

森下登志美君（市川浩透様の卓話への御礼） 

荒田晋君 （いつもお世話になっている皆様への感謝） 

伊藤洋一郎君（ネームプレートをしなかった反省） 

鍋田知佐人君（会員増強のお願い） 

 

 

≪出席報告≫ 

 

 会員数 出席 欠席 MU 

1/29 57（54） 43 11 ２ 

1/22 57（54） 43 8 ２ 

1/８ 57（54） 43 10 ６ 

1 月出席率 88.27 ％  

（会報作成：稲森 敦子） 

 

 

 

 

 

 

 


